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観
光
に
興
味
を
持
つ
学
生
に
よ
る

団
体「
日
本
学
生
観
光
連
盟
」の
代
表

を
務
め
る
小
幡
さ
ん
。
元
々
日
本
の

古
都
を
中
心
に
旅
行
を
す
る
の
が
好

き
だ
っ
た
彼
女
だ
が
、
団
体
活
動
の

一
環
で
あ
る
外
務
省
の
派
遣
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
利
用
し
て
ラ
オ
ス
を
訪
れ
た

こ
と
で
、
視
野
が
大
き
く
広
が
っ
た
。

 

「
貧
し
い
国
な
の
に
、
子
ど
も
た
ち

は
い
つ
も
笑
顔
。
そ
ん
な
彼
ら
を
見

て
、
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と

い
う
思
い
が
強
く
な
っ
た
ん
で
す
」

　

将
来
的
に
は
技
術
支
援
を
す
る
こ

と
で
、
途
上
国
の
発
展
に
寄
与
し
た

い
と
話
す
彼
女
。
今
は
大
学
と
団
体

の
活
動
に
大
忙
し
だ
が
、
趣
味
で
あ

る
国
内
旅
行
も
並
行
し
て
継
続
中
だ
。

 

「
海
外
に
行
く
前
に
、
自
国
の
こ
と

も
き
ち
ん
と
知
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
か
ら
。
目
標
が
で
き
て
か
ら
は
、

毎
日
が
充
実
し
て
い
ま
す
」お寺や神社でいただける「御

朱印」が記帳された帳面。京
都や鎌倉のお寺を中心に
回って集めた彼女の宝物だ。

八王子キャンパスにて

貧
し
い
国
の
子
ど
も
た
ち
を

も
っ
と
笑
顔
に
し
た
い
。

飛行時間を記録する、航空機
乗組員飛行日誌。事業用免許
の取得には、150時間以上
もの飛行が必要だ。

宇都宮キャンパスにて

　

高
校
の
修
学
旅
行
で
初
め
て
飛
行

機
に
乗
り
、空
を
飛
ぶ
楽
し
さ
を
知
っ

た
こ
と
か
ら
パ
イ
ロ
ッ
ト
へ
の
夢
を

持
ち
始
め
た
山
下
さ
ん
。
し
か
し
あ

る
と
き
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
旅
行
で

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
乗
せ
て
も
ら
っ
た

こ
と
か
ら
彼
の
運
命
が
変
わ
っ
た
。

 

「
飛
行
機
か
ら
見
る
景
色
は
小
さ
い

け
ど
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
圧
巻
。
操

縦
し
て
い
る
感
覚
が
、
こ
ち
ら
の
方

が
面
白
そ
う
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
」

　

奇
し
く
も
航
空
宇
宙
工
学
科
に
ヘ

リ
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ

た
の
は
今
年
の
こ
と
。
既
に
3
年
生

の
彼
は
休
日
も
使
い
な
が
ら
週
3
日

訓
練
所
に
通
い
、
半
年
か
け
て
自
力

で
自
家
用
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
た
。

 

「
乗
り
物
の
整
備
も
好
き
だ
け
ど
、

や
っ
ぱ
り
空
を
飛
ぶ
方
が
好
き
。
来

年
の
2
月
を
目
標
に
、
必
ず
事
業
用

免
許
も
取
っ
て
み
せ
ま
す
」

ヘ
リ
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
夢
を

叶
え
る
べ
く
奮
闘
中
で
す
。

File:22

理工学部
航空宇宙工学科

class:
ドライブ
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3
grade:

山下貴也さん

name:

File:21

経済学部
観光経営学科

class:
寺社めぐり
hobby:
3
grade:

小幡沙織さん

name:
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ニセコが国際的リゾート
になり得た理由
世界的に有名なパウダースノーの聖地・ニセコ。
たくさんのスキーヤーが訪れるリゾートとして
この地が成功した理由は、一体何だったのだろうか。

INTERNATIONAL RESORT IN JAPAN

国
内
外
か
ら
愛
さ
れ
る
、

ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
・ニ
セ
コ
。

　

新
千
歳
空
港
か
ら
車
で
約
2
時
間
。

山
道
を
ひ
た
走
る
と
、
富
士
山
に
も

似
た
美
し
い
山
・
羊
蹄
山
が
見
え
て

く
る
。
そ
の
麓
に
広
が
る
町
村
の
う

ち
、
北
側
に
位
置
す
る
の
が
倶く

っ
ち
ゃ
ん

知
安

町
と
ニ
セ
コ
町
。
ニ
セ
コ
地
区
の
ス

キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
は
、
こ
の
ふ
た
つ
の

町
に
ま
た
が
っ
て
存
在
し
て
い
る
。

　

こ
こ
に
は
代
表
的
な
4
つ
の
ス

キ
ー
場
が
存
在
す
る
。
1
9
6
0
年

代
以
降
の
ス
キ
ー
ブ
ー
ム
に
乗
り
、

ニ
セ
コ
は
巨
大
リ
ゾ
ー
ト
と
な
っ
た
。

80
年
代
の
バ
ブ
ル
景
気
時
に
は
、
ペ

ン
シ
ョ
ン
経
営
者
も
急
増
。
し
か
し

そ
の
崩
壊
と
と
も
に
、
閑
散
と
し
た

時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
土
地
を
訪
れ
る
人
々
の
顔
ぶ
れ

に
変
化
が
表
れ
た
の
は
、
2
0
0
1

年
頃
。
ア
メ
リ
カ
の
同
時
多
発
テ
ロ

を
き
っ
か
け
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
カ
ナ
ダ
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
行
く
こ
と
を
躊
躇
し
始
め

た
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
次
に
目
を
つ

け
た
の
が
、
ニ
セ
コ
だ
っ
た
。
そ
の

理
由
の
ひ
と
つ
が
、
素
晴
ら
し
い
雪

質
。
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
を
吹
き
飛
ば

し
な
が
ら
滑
る
快
感
は
、
ス
キ
ー
ヤ
ー

た
ち
を
一
瞬
で
虜
に
し
た
。
噂
が
噂

を
呼
び
、
ピ
ー
ク
時
に
は
海
外
へ
ス

キ
ー
に
出
か
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人

の
約
3
分
の
1
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
掴

ん
だ
と
い
う
。
や
が
て
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
不
動
産
会
社
が
長
期
滞
在
型

の
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
を
建
設
し
始
め
、

ニ
セ
コ
は
国
際
的
な
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
と
し
て
の
基
盤
を
固
め
て
い
っ
た
。

　

移
住
者
も
増
加
し
、
新
規
ビ
ジ
ネ

ス
を
興
す
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
も
登

場
。
先
駆
け
に
な
っ
た
の
は
、
夏
の

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
ツ
ア
ー
な
ど
を
行
う

株
式
会
社
N
A
C
の
ロ
ス
・
フ
ィ
ン

ド
レ
ー
さ
ん
だ
。
彼
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
ニ
セ
コ
ブ
ー
ム
が
起
こ
る
前

か
ら
、
札
幌
の
ス
キ
ー
場
で
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
を
し
て
い
た
。「
都
市
部

の
ス
キ
ー
場
と
違
っ
て
ス
キ
ー
ヤ
ー

が
一
緒
に
仕
事
を
し
た
り
、
夜
も
一

緒
に
遊
ん
だ
り
し
て
い
た
と
こ
ろ
が

ニ
セ
コ
の
魅
力
だ
っ
た
」
と
話
す
。

そ
ん
な
ニ
セ
コ
の
変
遷
に
つ
い
て
、

ス
キ
ー
場『
グ
ラ
ン
・
ヒ
ラ
フ
』を
経

営
す
る
東
急
リ
ゾ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
の

久
野
賢
策
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

 

「
ニ
セ
コ
に
住
ん
で
6
年
に
な
り
ま

す
が
、
こ
こ
の
人
々
は
地
元
民
以
外

に
も
寛
容
。
事
業
者
が
外
国
人
と
い

う
こ
と
も
、
受
け
止
め
て
き
た
ん
で

す
ね
。
こ
れ
だ
け
外
国
人
が
増
え
る

と
ま
す
ま
す
住
み
や
す
く
な
る
し
、

口
コ
ミ
も
広
が
っ
て
訪
れ
る
人
の
数

が
増
え
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

ニ
セ
コ
が
国
際
的
リ
ゾ
ー
ト
に
な

り
得
た
大
き
な
理
由
。
そ
れ
は
、
環

境
や
自
然
に
魅
せ
ら
れ
た
移
住
者
を

受
け
入
れ
る
地
域
の
懐
の
深
さ
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

温泉、寺院、四季折々の自然。ニッポンには、世界に誇れる豊かな観光資源がたくさんありま

す。これだけ小さな島の中に、さまざまな伝統や個性が受け継がれている国は他にないので

はないでしょうか。まだまだ知られていない観光地もいっぱい。そんな素晴らしい観光資源をど

う利用するのかなど、観光立国としてのわが国の可能性を探ります。

JAPANESE

観光立国、ニッポン。特集

TOURISM

知れば知るほど、出かけたくなる！

NISEKO DATA

ニセコ地区には、ニセコアンヌプリ
と呼ばれる山にニセコアンヌプリ、
ニセコレッジ、ニセコグランヒラフ、
ニセコ HANAZONO リゾートとい
う４つのスキー場が広がっている。

北海道

ニセコ町
支笏湖

洞爺湖

札幌

羊蹄山

倶知安町
ニセコ地区
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ニセコにはいっぱい
おいしいものがあるよ！

　上京して初めて、ニセコを捨てられない自
分に気づいたという渡辺淳子さん。　高久さ
んの仕事は、スキーのガイド。彼も神奈川県
からの移住者だ。　「スキーを生活の中心にし
たくて、仕事も決めずとりあえず倶知安町に
来た」と話す渡辺洋一さん。

1.

町
を
良
く
す
る
た
め
に
、

み
ん
な
で
議
論
す
る
。

　

移
住
者
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
ば

か
り
で
は
な
い
。
会
社
員
時
代
を
経

て
ニ
セ
コ
に
移
り
住
ん
だ
の
は
、フ
ォ

ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
渡
辺
洋
一
さ
ん
だ
。

今
は
ス
キ
ー
の
ガ
イ
ド
を
し
な
が
ら
、

ス
キ
ー
ヤ
ー
の
臨
場
感
溢
れ
る
写
真

を
撮
り
続
け
て
い
る
。

 

「
自
然
が
好
き
で
、
雪
山
が
好
き
で
、

外
か
ら
見
た
ら
ち
ょ
っ
と
ユ
ニ
ー
ク

な
生
き
方
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
何

か
の
磁
力
で
集
ま
っ
て
き
て
い
る
。

国
内
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
も
ち
ろ

ん
、
昨
今
は
ア
ジ
ア
か
ら
来
ら
れ
る

方
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
ニ

セ
コ
の
特
徴
な
ん
で
す
よ
ね
」

　

2
0
0
0
年
代
初
頭
か
ら
投
資
目

的
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
資
本
が
入

り
、
ニ
セ
コ
の
地
価
は
著
し
く
急
騰

し
た
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
影

響
で
一
旦
落
ち
着
き
を
見
せ
た
が
、

近
年
で
は
香
港
や
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど

片山町長（中央）と役場スタッ
フたち。町長との距離は近く、
みんな活き活きと仕事をし
ている。役場も国際化が進み、
今年は外国人 2人を採用。

一番大切なのは、ニセコを思う気持ち。

N
ナ ッ ク

AC（ニセコアドベンチャーセンター）。1階はクライミングウォールが併設されたアウトドア用品のショップに、2 階は広々としたカフェになっている。

の
資
本
が
入
り
始
め
て
い
る
。
ニ
セ

コ
で
生
ま
れ
育
ち
、
東
京
生
活
を
経

験
し
て
か
ら
故
郷
で
カ
フ
ェ
『
グ
ラ

ウ
ビ
ュ
ン
デ
ン
』
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ

た
渡
辺
淳
子
さ
ん
は
「
古
く
か
ら
住

ん
で
い
る
人
と
新
し
く
入
っ
て
来
た

人
が
う
ま
く
融
合
し
て
い
る
。
み
ん

な
ニ
セ
コ
の
雪
や
自
然
に
魅
せ
ら
れ

て
住
ん
で
い
る
と
思
う
し
、
町
を
良

く
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
同
じ
だ

か
ら
、
あ
ま
り
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い

建
物
が
建
つ
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
振
り
返
る
。
そ
れ
で
も
ニ
セ

コ
の
資
源
や
景
観
を
守
り
な
が
ら
い

か
に
町
づ
く
り
を
進
め
る
か
、
今
後

も
議
論
の
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
行

政
と
し
て
は
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
も
明
る
い
考
え
を
持
っ
て
い
る
。

 

「
我
々
の
使
命
は
、
次
世
代
に
良
好

な
自
然
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
く

こ
と
。
今
は
リ
ゾ
ー
ト
の
開
発
構
想

に
つ
い
て
も
優
秀
な
企
業
が
入
っ
て

き
て
い
ま
す
の
で
、
彼
ら
と
絶
え
ず

意
見
交
換
を
し
て
、
地
方
政
府
と
し

て
ど
う
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る

か
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
ニ
セ
コ
町
長
で
あ

る
片
山
健
也
さ
ん
。
彼
は
様
々
な
立
場

の
人
た
ち
と
話
し
合
い
な
が
ら
、ニ
セ

コ
に
あ
る
、
あ
ら
ゆ
る
課
題
を
解
決
す

べ
く
奔
走
し
て
い
る
。
雪
山
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
H
P
に
て
発
信
し
て

い
る
『
ニ
セ
コ
な
だ
れ
情
報
』
も
そ
の

ひ
と
つ
だ
。
そ
れ
に
付
随
し
て
定
期
的

に
行
わ
れ
る
『
ニ
セ
コ
雪
崩
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
』
に
は
、
片
山
町
長
も
参
加
し
て

い
る
。
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
の
高
久
智
基

さ
ん
は
、
そ
の
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

 

「
前
々
か
ら
、
雪
崩
に
よ
る
事
故
は

多
か
っ
た
。
私
自
身
も
、
死
亡
事
故

に
直
面
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
『
ニ
セ
コ
な
だ
れ
情
報
を
確
認

す
る
』『
危
険
な
ロ
ー
プ
を
潜
ら
な
い
』

な
ど
の
決
ま
り
を
定
め
た
“
ニ
セ
コ

ル
ー
ル
”
を
10
年
前
に
制
定
し
た
と

こ
ろ
、
事
故
は
ピ
タ
リ
と
な
く
な
り

ま
し
た
。
行
政
と
ス
キ
ー
場
、
そ
し

て
滑
り
手
が
一
体
に
な
ら
な
い
と
、

事
故
を
防
ぐ
の
は
難
し
い
」

　

ス
キ
ー
場
だ
か
ら
こ
そ
起
こ
り
得

る
問
題
に
つ
い
て
も
考
え
る
。
そ
れ

は
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
責
務
だ
。

「
で
も
、
い
つ
も
私
の
考
え
が
正
し
い

と
は
限
ら
な
い
。
だ
か
ら
住
民
の
知

恵
も
取
り
入
れ
て
、
悔
い
の
な
い
よ

う
に
判
断
し
て
い
き
た
い
」
と
、
地

域
づ
く
り
に
つ
い
て
前
向
き
に
話
す

片
山
町
長
。
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
い

る
人
も
、
移
り
住
ん
だ
人
も
、
日
本

人
も
外
国
人
も
一
緒
に
議
論
す
る
。

「
ニ
セ
コ
が
好
き
で
、
そ
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
何
よ
り
の
喜

び
」
と
い
う
人
々
の
努
力
と
温
か
さ

が
、
観
光
客
を
ま
た
こ
の
地
に
呼
び

戻
す
の
だ
。

　北欧に来たかと錯覚するほど美
しい白樺林。　海外からの来訪者
のために、バス停にも英語表記が
されている。　スタッフと談笑す
るNACのロスさん。「観光がイン
ターナショナルに盛り上がると、
移住者から新しいアイデアが入っ
てきて町のプラスになる」と話す。

4.

1

3

2

456

2.

3.

5.

6.
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知れば納得、見れば感心
観光なんでもコラム集
日本の観光地は世界遺産や寺社だけではありません。
長い歴史を持つ我が国には、
観光にまつわるおもしろ話がたくさんありました。

ABOUT JAPANESE TOURISM COLUMN

　近年地獄谷温泉に多くの外

国人観光客が押しよせている。

目的は同温泉に入る野生のニ

ホンザルを見るためだ。きっ

かけは海外メディアが雪を頭

にかぶって温泉に入るサルを

「スノーモンキー」と名づけて

紹介したことから。以来、観

光客が絶えないのだとか。日

本人には見慣れた風景も、人

気の観光地になるのだから文

化の違いはおもしろい。

外国人観光客はスノーモンキーの虜。

　現代では一般的となった新

婚旅行だが、最初に行ったの

はあの幕末の風雲児・坂本龍

馬。有名な「寺田屋事件」で

左手に刀傷を負った龍馬は、

西郷隆盛に招かれ、妻・お龍

を連れて傷を癒すために薩摩

の塩浸温泉へと向かう。これ

が日本で初めての新婚旅行と

言われている。また、龍馬は

新婚旅行について、西洋には

結婚後に夫婦で旅行へ行く習

慣があると勝海舟から聞いて

いたという話も。

　女は船に乗らない時代に、

妻を伴った船旅を何のためら

いもなくさらりとやってのけ

た龍馬。日本の新婚旅行の歴

史は、そんな龍馬の思いつき

の旅から始まったようだ。

傷を負った龍馬が妻を伴った湯治旅行。

鹿児島県

霧島

　泰平の世として知られる江

戸時代は、観光が庶民に最も

浸透した最初の時代。そんな

観光振興の後ろ盾をなしたの

は、斎藤月
げっしん

岑を中心に編纂し

た江戸のガイドブック『江戸

名所図会』だ。当時最も人気で、

江戸を訪れた観光客は誰もが

買い求めたという。45 年の歳

月をかけて編纂された本著に

は江戸の街へ込められた、江

戸っ子の意地と誇りがつまっ

ている。観光が活性化するに

はそんな良質なガイドブック

が必須なのかもしれない。

江戸の観光振興の鍵はここにあり。

2 長野県山ノ内町／地獄谷温泉

外国人に最も人気の日本の観光地

5 鹿児島県霧島市／塩
しおびたし

浸温泉

日本で最初の新婚旅行

3
江戸の観光ガイドブック
東京都／「江戸名所図会」

4 日本で最も美しい村連合

日本の美しい村々

参考文献：安藤優一郎『観光都市江戸の誕生』（新潮社）

　ギネスブック認定証。『法師』は、創立 200 年以上の企業だけが入会できるフラ
ンスの「エノキアン協会」にも加盟。　江戸時代の宿の様子がわかる古文書。　約
200 年前に再建された玄関が今も残る。奥座敷では、来訪者をもてなすお茶がたて
られる。　大浴場入り口を飾る粟津八景の陶壁画。　46 代目善五郎さん。「善五郎」
の名は、先代が亡くなると次の担い手が戸籍から名前を変え襲名する。

1 石川県小松市粟津温泉／法師

世界で最も歴史あるホテル

1.
2.

5.4.

3.

石川県

小松

　粟津温泉には「世界で最も

長い間、代々経営者が続いて

いるホテル」としてギネスブッ

クに認定された由緒正しい旅

館『法師』がある。養老 2（718）

年の開湯とともに開業して以

来、人々の心体を癒し続けた

湯治場だ。特にその泉質は傷

の治療に効果があるとされ、

田植えの時期に百姓がマムシ

に噛まれると、損得抜きで温

泉を提供したという。

　建物もなるべく古いものを

残しながら、大切に改築され

てきた。「時代の流れへの対応

が一番難しいですが、先祖が

守り続けた伝統を継承すべく

努力しています」とは 46 代目

の経営者・善五郎さん。日本

人なら、一度は訪れてみたい。

先祖から受け継がれた、約1300年の歴史。
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知ってた？

今も残る、
ニッポンの原風景。

農村の素晴らしい景観が失わ

れつつある昨今の日本。「日

本で最も美しい村」連合は美

しい日本の原風景を守るため

に 2005 年に発足し、現在 39

の町村や地域が加盟している。

郷土芸能や田園風景など、ま

だ知らない美しい風景がこの

国にはたくさん残っている。

地獄谷温泉にある「地獄谷野猿公苑」には、およそ 200 匹の
野生のニホンザルが生息している。

「江戸名所図会  日本橋」（東京都江戸東京博物
館） Image: 東京都歴史文化財団イメージアー
カイブ

塩浸温泉にある、坂本龍馬・
お龍新婚湯治碑。霧島市内
には、ほかにも彼らの軌跡
が各所に残っている。

同連合に加盟する徳島県上勝町。今も棚田の風景が広がる。

長野県

山ノ内



共同浴場や湯仲間について調査する。2

　外湯のひとつであり、野沢温泉のシンボルで
もある『大湯』の前でリサーチ中の先生と出会い、
現状の成果を報告する学生。　野沢温泉の街。冬
には奥の毛無山の山頂から山裾までがスキー場
に。　特産品である野沢菜の種も販売されている。

野沢温泉にとって共同浴場とは、大切な観光資源というだけでなく、住民にとっ
ても生活の一部であることがわかりました。「若い人が少なくなり、後継ぎがい
ない」などの苦悩はあるようですが、素晴らしい温泉を守り続けてほしいです。

学生のみなさん、どうでしたか？
あけび蔓細工ができるまでの過程を見せていただいたあと、鳩車職人さんにもお
話を伺いました。完成までに長い年月と労力を費やしていることがわかり、取材
後は商品に対する彼らの特別な思いを改めて深く実感することができました。

学生のみなさん、どうでしたか？

班ごとに取材先を紹介してもら
い、午後から聞き取り調査へ。あ
るグループは『横落の湯』の湯仲
間である高林さんに、管理の内容
や仕組みなどについて質問をした。

共同浴場『横
よ こ ち

落の湯』の
管理人さんに聞き取り

が
残
さ
れ
て
お
り
、『
野
沢
組
』
と
呼

ば
れ
る
団
体
が
温
泉
権
を
所
有
し
て

村
人
や
観
光
客
が
無
料
で
利
用
で
き

る
『
外
湯
』
な
ど
の
共
有
財
産
を
今

な
お
支
え
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
他
に
も
特
産
品
の
野
沢
菜
や
あ

け
び
蔓
細
工
な
ど
、
独
特
の
文
化
も

た
く
さ
ん
根
づ
い
て
い
る
。

 

「
あ
と
は
、
役
場
が
近
い
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
。
役
場
に
は
情
報
が
詰
ま
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
聞
き
取
り
を
す
る

場
所
と
し
て
は
最
適
な
ん
で
す
」

　

学
生
た
ち
は
ま
ず
、
役
場
で
村
長

さ
ん
に
村
の
概
要
を
お
伺
い
し
て
か

ら
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
聞
き
取
り
を
開

始
す
る
。
が
、
そ
の
前
に
取
材
相
手

を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
と
こ
ろ
か
ら

始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
初
め
て

の
経
験
に
、
出
だ
し
は
苦
戦
す
る
学

生
も
多
い
よ
う
だ
。
白
坂
教
授
も
す

べ
て
の
学
生
を
終
始
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
ほ
ぼ
自
主

性
に
任
せ
る
こ
と
に
な
る
。

現
地
で
わ
い
た
疑
問
が
、

興
味
と
知
識
に
つ
な
が
る
。

　

経
済
学
部
観
光
経
営
学
科
の
白
坂

ゼ
ミ
で
は
、
観
光
地
の
成
り
立
ち
を

考
え
る
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
実
施
し
て
い
る
。
現
地
に
足
を
運

ん
で
地
域
住
民
や
観
光
客
に
聞
き
取

り
調
査
を
行
い
、
ま
と
め
、
発
表
す

る
と
い
う
一
連
の
流
れ
か
ら
、
文
章

の
書
き
方
や
デ
ー
タ
の
探
し
方
ま
で

様
々
な
こ
と
を
学
べ
る
と
い
う
の
が

そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
だ
。
今
年
の
舞

台
は
野
沢
温
泉
。
な
ぜ
こ
の
場
所
を

選
ん
だ
か
に
つ
い
て
、
白
坂
蕃
教
授

は
次
の
よ
う
に
語
る
。

 

「
温
泉
は
、
日
本
一
の
観
光
資
源
で

す
か
ら
ね
。
か
つ
、
歴
史
的
に
温
泉

と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
ス
キ
ー
場

が
あ
る
場
所
を
選
ん
だ
ん
で
す
」

　

加
え
て
、
野
沢
温
泉
は
研
究
テ
ー

マ
に
事
欠
か
な
い
エ
リ
ア
だ
。
江
戸

時
代
の
自
治
組
織
で
あ
る
『
惣そ

う
そ
ん村

』

 

「
設
定
し
た
テ
ー
マ
で
う
ま
く
い
か

な
け
れ
ば
、
途
中
で
変
え
て
も
い
い

ん
で
す
。
や
り
た
い
と
思
う
こ
と
を

や
っ
て
み
よ
う
、
と
い
う
の
が
私
の

考
え
方
。
純
粋
に
、
調
べ
る
面
白
さ

が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
」

　

現
地
で
体
を
使
っ
て
調
べ
て
い
る

と
、
芋
づ
る
式
に
疑
問
が
現
れ
る
。

そ
れ
を
解
明
し
続
け
る
こ
と
で
、
研

究
に
も
深
み
が
出
て
く
る
と
い
う
わ

け
だ
。
そ
の
手
段
と
し
て
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
は
非
常
に
有
効
。
旅
行

に
行
く
学
生
が
少
な
く
な
っ
て
き
た

昨
今
、
彼
ら
の
研
究
が
温
泉
地
の
活

性
化
に
一
役
買
う
こ
と
が
で
き
る
の

か
。
今
後
が
楽
し
み
で
あ
る
。 野沢温泉村の道祖神は夫

婦。縁結びと子宝の神とし
て、各家庭で祀られている。

学生たちが考える、
温泉と観光のいい関係。
経済学部観光経営学科の白坂ゼミで毎年行われる、
観光地でのフィールドワーク。今年も日本ならではの観光地、
温泉を訪れ、学生自ら聞き取り調査を行いました。

LEARN ABOUT A SIGHTSEEING SPOT

1.

3

2

1

2.

3.

MY FIELDWORK

あけび蔓細工の歴史と現在を調査する。1

江戸より残る惣村組織『野沢組』
を取りまとめる惣代さんに組織の
歴史から役割、共同浴場の管理を
持ち回りで担当する『湯仲間』と
いう制度などについてお伺いした。

まずは『野沢組』の
惣代さんに概要を伺う あけび蔓細工の製作・販売を行

う三久工芸を訪問。実際に乾燥
したあけび蔓を前に「不作の年
も値段は一定？」「編むのに要
する期間は？」などと質問。店
内の商品を見ながらさらに細か
いお話を伺った。

あけび蔓細工の原料を
間近に見ながらの取材

野沢温泉のあけび蔓細工は鳩車
と呼ばれる玩具やカゴ類が有名
で、古くから土産物として親し
まれている。あけび蔓を採り、
乾燥。編んで売るところまでの
すべてに人の手が加わる。現代
に受け継がれる匠の技。

今なお残る、野沢温泉の
大切な伝統工芸品

NOZAWA ONSEN DATA

日本有数のスキー場が広がる、長
野県下高井郡野沢温泉村。『外湯』
と呼ばれる 13 の共同浴場は、地
元の方々はもちろん、観光客でも
自由に楽しむことができる。

長野県

野沢温泉
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員
は
合
宿
所
で
共
同
生
活
を
し
て
い

る
の
で
、
そ
れ
も
功
を
奏
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

　

仲
は
良
い
け
ど
練
習
は
し
っ
か
り
。

そ
う
す
れ
ば
自
ず
と
け
じ
め
が
つ
く
。

「
そ
れ
は
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た

こ
と
だ
し
、
強
さ
も
含
め
て
伝
統
を

守
る
と
い
う
使
命
が
我
々
に
は
あ
り

ま
す
」
と
、
彼
は
最
強
メ
ン
バ
ー
を

率
い
る
リ
ー
ダ
ー
の
顔
を
見
せ
た
。

　

部
員
の
多
く
が
幼
い
頃
に
空
手
道

を
始
め
「
続
け
る
な
ら
帝
京
」
と
入

学
し
て
き
た
。
そ
の
理
由
は
部
の
伝

統
だ
け
で
な
く
、
師
範
の
存
在
も
大

き
い
。
主
務
の
加
藤
葵
さ
ん
曰
く「
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
で
も
指
導
を
さ
れ

て
い
る
空
手
道
の
専
門
家
。
師
範
が

お
っ
し
ゃ
る
こ
と
す
べ
て
が
我
々
の

基
礎
を
作
っ
て
い
ま
す
」。
岡
本
さ

ん
自
身
も
「
師
範
の
指
導
を
受
け
た

く
て
こ
こ
に
来
ま
し
た
。『
練
習
は

試
合
の
よ
う
に
、
試
合
は
練
習
の
よ

う
に
』
と
い
う
師
範
の
言
葉
を
常
に

意
識
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
フ
ィ

ジ
カ
ル
に
も
メ
ン
タ
ル
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
る
精
鋭
部
隊
の
大
切
な

柱
、
そ
れ
が
師
範
な
の
だ
。「
師
範

に
付
い
て
と
に
か
く
素
直
に
練
習
す

る
の
み
」（
豊
間
根
さ
ん
）
と
い
う
言

葉
の
中
に
、
次
の
4
冠
へ
の
光
が
見

え
た
気
が
し
た
。 KARATEDO

HACHIOJI CAMPUS

多くの部員が、幼少の頃より空手道を続けてきた。今や、空手道は
彼らの体の一部のようなものだ。「辞めるという選択肢はなかった」
皆、そう振り返る。連日行われる練習は想像を絶するほど厳しいが、

「空手道ができて幸せ」と見せる笑顔もまた、本物なのである。

　

道
場
に
足
を
踏
み
入
れ
た
瞬
間
、

凛
と
し
た
空
気
が
漂
う
。
自
ず
と
背

筋
が
伸
び
る
よ
う
な
感
覚
だ
。「
神
聖
」

と
い
う
言
葉
が
、
こ
れ
ほ
ど
ふ
さ
わ

し
い
場
所
も
他
に
な
い
だ
ろ
う
。

 

「
最
初
は
そ
の
緊
迫
し
た
雰
囲
気
に

圧
倒
さ
れ
て
、
試
合
の
よ
う
に
緊
張

し
な
が
ら
練
習
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
今
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
」

　

女
子
主
将
で
あ
る
岡
本
沙
織
さ
ん

は
語
る
。
全
日
本
大
学
空
手
道
選
手

権
で
、
4
種
目
す
べ
て
に
お
い
て
優

勝
と
い
う
栄
誉
を
手
に
し
た
帝
京
大

学
空
手
道
部
。「
夢
の
よ
う
。
今
で

も
信
じ
ら
れ
な
い
」
と
口
に
す
る
の

は
、
男
子
主
将
の
豊
間
根
雷
さ
ん
だ
。

 

「
個
人
戦
は
自
分
と
の
戦
い
で
す
が
、

団
体
戦
に
は
団
結
力
が
不
可
欠
。
部

男女計 42名。合宿所で
生活を共にしながら、毎
日 4 時間程度の稽古を行
う。2008～9年の全日本
大学空手道選手権では、
2人で相対して行う「組
手」と、美しさや力強さで
競う「形」の個人・団体す
べてで優勝し、2年連続
4冠を達成した。

帝京大学空手道部
Teikyo Univ.
KARATEDO CLUB
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ラクロス日本代表

畠山昂太さん
偶然出会えたラクロスが、
生涯追いかけられる夢になった。

帝京大学法学部法律学科 20
06 年卒。三井住友銀行に勤
務しながら、社会人ラクロス
リーグ『FALCONS』に所属。
土日祝日のチーム練習のほ
か、平日は自主トレを行う。
2003年（Under19）、2006年、
2010 年とワールドカップに
出場。今年は世界第 4 位とい
う好成績を残した。

Kota Hatakeyama

 

「
や
っ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
追
い
つ

い
た
、
と
い
う
感
じ
で
す
ね
」

　

ラ
ク
ロ
ス
日
本
代
表
の
畠
山
昂
太

さ
ん
は
、
今
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を

振
り
返
り
喜
び
の
表
情
を
見
せ
た
。
日

本
に
お
け
る
ラ
ク
ロ
ス
の
歴
史
は
ほ

ん
の
25
年
。
1
3
0
年
も
の
歴
史
を

持
つ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
相
手
に
1
勝

し
た
こ
と
は
、
正
に
奇
跡
だ
っ
た
。

 

「
西
洋
人
と
比
べ
て
、
日
本
人
の
体
格

は
華
奢
な
ん
で
す
。
ま
と
も
に
ぶ
つ

か
っ
て
も
勝
負
に
な
ら
な
い
。
そ
こ
で

俊
敏
性
と
い
う
利
点
を
活
か
し
て
プ

レ
ー
で
き
た
こ
と
が
、
良
い
結
果
に
つ

な
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
」

　

日
本
の
ラ
ク
ロ
ス
が
急
成
長
し
た

と
称
さ
れ
る
こ
の
試
合
で
、
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
と
し
て
チ
ー
ム
の
勝
利
に
貢
献

し
た
畠
山
さ
ん
。
彼
は
帝
京
大
学
の

2
年
生
の
と
き
に
も
、
19
歳
以
下

の
日
本
代
表
と
し
て
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
に
出
場
と
い
う
輝
か
し
い
経
歴
を

持
っ
て
い
た
。
驚
く
べ
き
は
、
大
学
に

入
る
ま
で
ラ
ク
ロ
ス
が
未
経
験
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
。

 

「
小
学
校
の
頃
か
ら
サ
ッ
カ
ー
一
筋
で

し
た
。
大
学
で
も
続
け
よ
う
と
し
た
の

で
す
が
、
当
時
サ
ッ
カ
ー
部
が
強
化
部

指
定
さ
れ
て
い
て
入
部
が
困
難
だ
っ

た
ん
で
す
。
そ
こ
で
他
の
部
を
見
て
い

た
ら
ラ
ク
ロ
ス
部
が
練
習
を
し
て
い

て
、
面
白
そ
う
だ
な
、
と
」

　

日
本
代
表
に
選
ば
れ
た
の
は
、
入
部

し
て
わ
ず
か
1
年
後
の
こ
と
。
素
質

は
充
分
に
あ
っ
た
。
サ
ッ
カ
ー
で
培
わ

れ
た
彼
の
高
い
身
体
能
力
が
、
ラ
ク
ロ

ス
で
も
花
開
い
た
の
で
あ
る
。

 

「
で
も
、
在
籍
中
は
悩
み
も
あ
り
ま
し

た
。
も
っ
と
う
ま
く
な
る
た
め
に
、
退

部
し
て
社
会
人
チ
ー
ム
に
所
属
す
る

べ
き
か
迷
っ
て
い
た
ん
で
す
」

　

そ
ん
な
彼
を
つ
な
ぎ
止
め
た
の
は
、

他
な
ら
ぬ
ラ
ク
ロ
ス
部
の
大
切
な
部

員
た
ち
。
悩
み
抜
い
た
末
、「
や
っ
ぱ

り
仲
間
と
一
緒
に
頑
張
ろ
う
」
と
決
意

し
た
彼
は
、
日
本
代
表
と
し
て
重
ね
て

来
た
練
習
や
海
外
選
手
と
の
試
合
経

験
を
チ
ー
ム
に
還
元
し
た
。
結
果
、
関

東
学
生
リ
ー
グ
で
一
番
下
の
3
部
に

所
属
し
て
い
た
ラ
ク
ロ
ス
部
は
、
最
終

的
に
1
部
昇
格
の
権
利
を
手
に
す
る

た
め
の
入
れ
替
え
戦
に
出
場
す
る
ほ

ど
に
強
く
な
っ
た
の
だ
。

 

「
今
思
え
ば
、
部
を
辞
め
な
く
て
よ

か
っ
た
。
自
分
が
う
ま
く
な
る
こ
と
だ

け
じ
ゃ
な
く
仲
間
の
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
点
で
、
僕

に
と
っ
て
貴
重
な
時
間
で
し
た
」

　

や
り
た
い
こ
と
や
、
め
ざ
し
た
い
も

の
が
見
つ
か
ら
な
い
と
き
は
「
今
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
に
興
味

を
持
つ
こ
と
が
大
切
」
と
彼
は
言
う
。

そ
れ
こ
そ
10
年
前
ま
で
は
、
自
分
が

ラ
ク
ロ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
る
な
ん

て
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。「
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
好
奇

心
と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
が
、
彼
に
大
切
な

仲
間
と
夢
を
運
ん
で
く
れ
た
の
だ
。

Surprise Us.
が

教 え て く
れ る コ ト

、先 生

教師は、子どもの
成長を見守っていける
とても愉しい職業です。

い
い
実
践
を
す
る
教
師
を

少
し
で
も
多
く
輩
出
し
た
い

 

「
子
ど
も
と
一
緒
に
授
業
を
作
っ
て

い
け
る
と
い
う
の
は
、
と
て
も
魅
力

的
な
こ
と
。
子
ど
も
っ
て
、
劇
的
に

成
長
す
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
姿

を
見
る
と
、
教
師
を
や
っ
て
て
よ

か
っ
た
な
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
」

　

そ
う
話
す
の
は
、
帝
京
大
学
文
学

部
教
育
学
科
の
鎌
田
和
宏
准
教
授
。

小
学
校
教
師
歴
17
年
の
大
ベ
テ
ラ

ン
だ
。
養
護
学
校
高
等
部
の
社
会
科

教
師
を
経
て
、
大
学
時
代
に
教
育
実

習
で
お
世
話
に
な
っ
た
小
学
校
に
転

任
。
そ
こ
か
ら
ど
っ
ぷ
り
と
小
学
校

教
師
の
面
白
さ
に
は
ま
っ
て
い
っ
た

と
い
う
。
文
部
科
学
省
に
よ
り
、
学

校
で
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
り

実
行
で
き
る
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
が
定
め
ら
れ
た
頃
か
ら
そ
の

愉
し
さ
は
加
速
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

 

「
そ
れ
こ
そ
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や

り
ま
し
た
。
学
校
近
く
を
散
策
し
て

い
た
と
き
に
子
ど
も
が
口
に
し
た

『
こ
こ
は
昔
、
川
だ
っ
た
ん
だ
よ
』

と
い
う
一
言
か
ら
、
水
源
か
ら
河
口

ま
で
歩
い
て
確
か
め
る
こ
と
に
な
っ

た
呑の

み
か
わ川

探
検
。そ
し
て『
大
人
に
な
っ

た
ら
ス
ピ
ル
バ
ー
グ
に
な
る
！
』
と

い
う
子
ど
も
の
宣
言
を
機
に
撮
る
こ

と
に
な
っ
た
、
自
主
制
作
映
画
。
子

ど
も
の
興
味
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組

み
込
む
研
究
を
行
っ
て
い
た
学
校

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
私
自
身
も
随

分
と
新
し
い
発
見
を
し
ま
し
た
」

　

最
初
は
教
え
る
立
場
だ
っ
た
の

に
、
ふ
と
気
づ
く
と
子
ど
も
た
ち
に

追
い
越
さ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
彼
ら

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
、
毎
日
が
驚
き

の
連
続
だ
っ
た
。「
そ
れ
を
一
度
経

験
し
て
し
ま
う
と
、
な
か
な
か
や
め

ら
れ
な
い
で
す
ね
」と
、先
生
は
笑
う
。

　

現
場
を
離
れ
た
の
に
は
理
由
が

あ
っ
た
。「
教
員
養
成
を
改
善
し
た

い
」と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

 

「
志
は
あ
る
の
に
ど
う
動
い
た
ら
い

い
か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
学
生
が

た
く
さ
ん
い
る
。
で
も
、
私
の
若
い

と
き
も
そ
う
で
し
た
。
大
学
で
理
論

を
学
ん
で
も
、
実
践
で
う
ま
く
い
く

と
は
限
ら
な
い
。
現
場
で
悩
ん
で
き

た
私
の
よ
う
な
人
間
な
ら
、
そ
れ
を

つ
な
げ
る
手
助
け
が
で
き
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
っ
た
ん
で
す
」

　

鎌
田
准
教
授
自
身
、
駆
け
出
し
の

頃
は
「
や
る
こ
と
な
す
こ
と
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た
」と
話
す
。
し
か
し
、

周
り
に
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
た
ち
が
た

く
さ
ん
い
た
こ
と
が
救
い
だ
っ
た
。

授
業
を
見
て
も
ら
っ
た
り
、
困
っ
た

と
き
に
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
っ
た
り

し
な
が
ら
、
一
人
前
の
教
師
と
し
て

育
て
て
も
ら
っ
た
感
謝
の
気
持
ち
は

大
き
い
。
当
時
の
恩
を
返
す
か
の
よ

う
に
、彼
は
今
日
も
学
生
た
ち
の「
教

育
に
つ
い
て
も
っ
と
学
び
た
い
」
と

い
う
熱
い
思
い
に
応
え
て
い
る
。

 

「
理
論
や
実
践
方
法
を
教
え
る
だ
け

で
な
く
、
学
生
自
身
の
意
欲
に
つ
い

て
も
た
び
た
び
問
う
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
教
師
と
し
て
の
一
挙
手
一
投
足

に
現
れ
ま
す
か
ら
ね
。
帝
京
大
学
か

ら
夢
を
叶
え
て
、
い
い
実
践
を
す
る

教
師
を
ひ
と
り
で
も
多
く
輩
出
し
た

い
と
い
う
の
が
今
の
私
の
夢
で
す
」

　

教
え
る
相
手
が
小
学
生
か
ら
大
学

生
に
変
わ
っ
て
も
「
教
師
の
仕
事
に

変
わ
り
は
な
い
」
と
鎌
田
准
教
授
。

 

「
本
当
は
半
分
く
ら
い
大
学
、
半
分

く
ら
い
小
学
校
の
教
師
を
や
れ
た
ら

一
番
い
い
ん
で
す
け
ど
ね
（
笑
）。

そ
れ
く
ら
い
愉
し
い
。
や
り
が
い
が

あ
っ
て
、
大
好
き
な
仕
事
で
す
」

　

そ
う
言
っ
て
見
せ
る
気
さ
く
な
笑

顔
は
、
き
っ
と
た
く
さ
ん
の
教
え
子

の
中
に
残
り
続
け
て
い
る
は
ず
だ
。

帝京大学文学部教育学科

鎌田和宏准教授

東京学芸大学初等教員養成課程社会科選修卒
業後、同大学院修士課程教育学研究科社会科
教育専攻修了。都立府中養護学校、東京学芸
大学附属世田谷小学校などを経て 2010 年よ
り現職。専門は社会科教育と教育方法。

Kazuhiro Kamata

ゼミでは学生の教育実習
風景のビデオを見ながら
批評し合ったり、授業の
作り方について考えたり
している。鎌田准教授に
対する学生の信頼は厚い。
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全国にある帝京大学のキャンパスで学生生活を送るみなさんに、
友だちにもすすめたい、お気に入りをひとつ、聞かせてもらいました。
お気に入りの場所や映画、音楽や本。
そこには、それぞれの思い出と、大学生活の現在がいっぱい詰まっていました。

 

「
流
行
り
の
音
楽
に
は
疎
く
て
…
。

有
名
無
名
関
係
な
く
、
自
分
が
気
に

入
っ
た
曲
を
聴
き
ま
す
」
と
話
す
早

房
宏
樹
さ
ん
が
お
す
す
め
す
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
は
、
女
性
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
の
K
O
K
I
A
。の
び
や
か

で
透
明
感
の
あ
る
歌
声
と
温
か
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
聴
く
人
の
心
を
つ
か
み
、

日
本
だ
け
で
な
く
世
界
を
舞
台
に
活

躍
し
て
い
る
実
力
派
シ
ン
ガ
ー
だ
。

　

他
人
か
ら
ど
う
み
ら
れ
て
い
る
か

が
気
に
な
っ
て
し
ま
う
性
格
と
い
う

早
房
さ
ん
だ
が
、
K
O
K
I
A
の
楽

曲
は
、「
人
と
し
て
の
在
り
方
を
考

え
さ
せ
ら
れ
る
」
と
話
す
。
な
か
で

も
『
人
間
っ
て
そ
ん
な
も
の
ね
』
と

い
う
曲
に
お
気
に
入
り
の
一
節
が
あ

る
。「 

“
カ
ッ
コ
つ
け
る
の
は
疲
れ
た

で
し
ょ
？ 

案
外
誰
も
気
に
し
て
な
い

よ 

迷
惑
を
か
け
る
の
は
イ
ヤ
だ
な
ん

て 

一
人
で
歩
い
て
き
た
つ
も
り
な

の
”
と
い
う
歌
詞
が
好
き
。
今
ま
で

気
負
っ
て
い
た
気
持
ち
が
、
ふ
っ
と

軽
く
な
っ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
」

　

現
在
３
年
生
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る

就
活
で
は
、
楽
し
い
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
ち
ょ
っ
と
落
ち
込
む
こ
と
や
自

信
を
な
く
す
こ
と
だ
っ
て
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
ん
な
と
き
は
、
こ
の

K
O
K
I
A
の
音
楽
が
心
を
癒
し
て

く
れ
る
に
違
い
な
い
。

前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ
る

心
温
ま
る
音
楽

「曲の歌詞にいつも勇気をもらいます」
推薦人　理工学部バイオサイエンス学科３年　早房宏樹さん

 Recommend!_01

MUSIC

　

母
親
に
名
前
さ
え
呼
ん
で
も
ら
え

な
い
。
食
べ
物
も
与
え
ら
れ
ず
、
奴

隷
の
よ
う
に
働
か
さ
れ
る
。
母
親
に

暴
力
を
ふ
る
わ
れ
る
な
か
、
か
ば
っ

て
く
れ
た
父
親
も
姿
を
消
し
て
し

ま
う

―
。
そ
ん
な
生
活
を
生
き

抜
い
た
著
者
が
綴
っ
た
真
実
の
記
録

『“
I
t
”（
そ
れ
）と
呼
ば
れ
た
子
』。

齋
藤
祐
貴
子
さ
ん
は
「
読
ん
だ
と
き

の
衝
撃
は
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
話
す
。

　

本
文
中
で
は
、
思
わ
ず
目
を
覆
い

た
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
虐
待
の

事
実
が
リ
ア
ル
に
綴
ら
れ
て
い
る
。

「
本
当
に
こ
ん
な
生
活
を
し
て
い
た
と

思
う
と
、
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
そ
れ

と
同
時
に
、
今
こ
う
や
っ
て
毎
日
普

通
に
暮
ら
せ
て
い
る
こ
と
が
す
ご
く

幸
せ
な
ん
だ
な
っ
て
。
親
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」

　

ま
た
、
こ
の
本
で
書
か
れ
て
い
る

の
は
幼
年
期
の
悲
し
い
出
来
事
だ
け

で
は
な
い
。
著
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
ト

ラ
ウ
マ
を
乗
り
越
え
成
長
し
、「
苦
し

い
こ
と
に
も
逃
げ
ず
に
正
面
か
ら
向

き
合
っ
て
、
強
く
生
き
て
い
く
姿
に

感
動
し
た
」
と
齋
藤
さ
ん
。
最
近
多

い
児
童
虐
待
の
事
件
に
つ
い
て
も
深

く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
1
冊
。　
　

  

 

「
ニ
ュ
ー
ス
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
体
験
者
の
生

の
声
を
ぜ
ひ
知
っ
て
く
だ
さ
い
」

虐
待
を
生
き
抜
い
た
著
者
の

真
実
の
記
録

BOOK
 Recommend!_02

「マイナスをプラスに変える、生きる強さに感動しました」
推薦人　福岡医療技術学部理学療法学科４年　齋藤祐貴子さん

　

香
川
県
出
身
の
河
田
裕
介
さ
ん
が

お
ス
ス
メ
す
る
の
は
、
坂
本
龍
馬
に

関
す
る
歴
史
的
資
料
を
展
示
し
、
龍

馬
の
人
柄
、
業
績
、
考
え
方
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
『
高

知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館
』。
春
休

み
に
実
家
に
帰
っ
た
際
に
友
達
と
訪

れ
て
み
た
と
こ
ろ
、「
T
V
や
教
科

書
の
中
だ
け
の
人
物
じ
ゃ
な
い
、
生

の
龍
馬
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
楽

し
め
た
」
と
い
う
。

　

館
内
に
は
、
龍
馬
が
近
江
屋
で
暗

殺
さ
れ
た
際
に
血
痕
が
つ
い
た
掛
け

軸
（
複
製
）
や
高
杉
晋
作
か
ら
贈
ら

れ
た
も
の
と
同
型
の
ピ
ス
ト
ル
な
ど
、

フ
ァ
ン
な
ら
ぜ
ひ
一
度
は
目
に
し
た

い
貴
重
な
品
々
が
並
ぶ
。中
で
も
、「
龍

馬
が
姉
・
乙
女
ら
に
宛
て
た
と
い
う

手
紙
が
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
」
と

河
田
さ
ん
。
確
固
た
る
意
志
と
ユ
ー

モ
ア
に
溢
れ
た
龍
馬
ら
し
い
文
面
が

残
さ
れ
て
い
て
、「
肝
が
据
わ
っ
て
い

て
、
立
場
や
身
分
を
顧
み
ず
自
分
の

言
い
た
い
こ
と
は
し
っ
か
り
と
言
う

所
に
共
感
で
き
た
」
の
だ
そ
う
。

　

天
気
の
良
い
日
は
、
ぜ
ひ
そ
の
ま

ま
記
念
館
の
屋
上
へ
。
龍
馬
の
気
分

に
浸
り
な
が
ら
眼
下
に
は
雄
大
な
太

平
洋
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。「
四

国
特
有
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気

も
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」

幕
末
の
英
雄
・
坂
本
龍
馬
の

濃
密
な
生
涯
を
探
る

　

鬼
才
テ
ィ
ム
・
バ
ー
ト
ン
監
督
が

『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
を
元
に

描
い
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
大
作
『
ア
リ

ス
・
イ
ン
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』。「
小

さ
い
頃
か
ら
『
不
思
議
の
国
の
ア
リ

ス
』
が
大
好
き
だ
っ
た
」
と
話
す
外

川
有
沙
さ
ん
も
、
こ
の
映
画
を
公
開

前
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
た
ひ
と
り

だ
。

　

舞
台
は
、
不
思
議
の
国
で
の
冒
険

か
ら
13
年
後
。
19
歳
に
成
長
し
た
ア

リ
ス
が
、
洋
服
を
着
た
白
ウ
サ
ギ
の

後
を
追
っ
て
再
び
地
下
の
世
界
（
ワ

ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
）
へ
と
迷
い
込
む
。

す
る
と
そ
こ
は
独
善
的
な
赤
の
女
王

に
支
配
さ
れ
て
い
て
…
。

 
「
実
は
今
主
人
公
の
ア
リ
ス
と
同
じ

歳
な
ん
で
す
。
私
だ
っ
た
ら
…
と
考

え
て
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
し
な
が

ら
、
物
語
の
世
界
に
入
り
込
ん
で
観

て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
外
川
さ
ん
。

派
手
な
メ
イ
ク
を
ま
と
っ
た
ジ
ョ

ニ
ー
・
デ
ッ
プ
扮
す
る
謎
の
男
や
突

然
ふ
わ
り
と
現
れ
て
は
消
え
る
チ
ェ

シ
ャ
猫
な
ど
、
奇
想
天
外
な
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
も
“
ツ
ボ
”
な
の
だ
そ
う
。

 

「
結
末
は
観
て
の
お
楽
し
み
だ
け
ど
、

キ
ー
ワ
ー
ド
は
“
決
断
”
で
す
。
夢

が
あ
っ
て
楽
し
い
お
話
の
な
か
に
、

プ
ラ
ス
や
る
気
や
勇
気
も
も
ら
え

る
、
そ
ん
な
映
画
で
す
」

19
歳
に
な
っ
た
ア
リ
ス
の

新
し
い
冒
険
の
物
語

「TV や教科書では伝わらない、生の龍馬を感じた」
推薦人　文学部史学科２年　河田裕介さん

 Recommend!_04

MOVIE

「何度観ても飽きない、不思議なアリスの世界」
推薦人　薬学部薬学科１年　外川有沙さん

 Recommend!_03

SPOT

幼い時から実母による虐待を
受け続けた著者が、悲しみと
苦しみを乗り越え人間として
生まれ変わるまでの魂の軌跡
を綴った話題作。全４部作。

『新訂版“It”（それ）と
呼ばれた子 幼年期』 
デイヴ・ペルザー

（ヴィレッジブックス  ￥714）

時代と国境を飛び越えた独自の音楽で、アジアやヨーロッパ
の各国でも注目を集める KOKIA のセカンド・アルバム。“魂
の歌声”と称賛される歌唱力と表現力を聴いてほしい。

『trip trip』 KOKIA（Victor ￥3,045）

ルイス・キャロル原作『不思議の
国のアリス』のその後のストー
リーを、ティム・バートン監督が
イマジネーション溢れる世界観で
描くファンタジー。2010 年公開。

『アリス・イン・ワンダーランド』

龍馬生誕の地、土佐高知にある坂本龍馬の生涯と人間像を紹介する記念館。太平
洋を望む桂浜公園の丘に建つ人気観光スポット。

『高知県立坂本龍馬記念館』

『アリス・イン・ワンダーランド』DVD
（ウォルト・ディズニー・スタジオ・ジャパン ￥3,360）

©Disney Enterprises,Inc.
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九谷焼は、九谷の五彩（青・黄・紺・紫・赤）
と呼ばれる色絵を特徴とする磁器。明治創業
の窯元・上出長右衛門窯は、すべて職人の手
作業で描かれる、彩り鮮やかな絵付けと深い
発色の染付けに定評がある。

繊細で華麗な文様が
描かれる職人技

九谷焼とは？

Flair Workshop.
ワ
が 、

満 載 で す

クワ ク

シールは焼き上がると色が異なるため焼き上
がりのサンプルを見ながら模様を考える。

KUTANI SEALを使って
丸若さんと九谷焼を作ろう

第5回 Flair Workshopレポート

伝統工芸品・九谷焼で用いられる転写技法を応用した、
「KUTANI SEAL」を自由に切り貼りしながら、
自分だけのオリジナルデザインの器を作ります。

　

華
や
か
な
文
様
が
特
徴
の
九
谷
焼

は
、
大
名
な
ど
位
の
高
い
人
々
を
中

心
に
江
戸
時
代
か
ら
親
し
ま
れ
て
き

た
石
川
県
の
伝
統
工
芸
品
だ
。

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
講
師

を
務
め
る
丸
若
裕
俊
さ
ん
は
そ
ん
な

日
本
の
伝
統
を
現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
う
よ
う
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す

る
「
丸
若
屋
」
の
代
表
で
あ
る
。
今

回
使
用
す
る
「
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｉ 

Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｌ
」
も
、
も
っ
と
九
谷
焼
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
、
九
谷
焼

の
窯
元
・
上
出
長
右
衛
門
窯
の
6
代

目
上
出
惠
悟
さ
ん
と
丸
若
屋
と
で
共

同
開
発
し
た
も
の
だ
。
あ
ら
か
じ
め

シ
ー
ト
に
印
刷
さ
れ
た
文
様
を
器
に

焼
き
付
け
る
「
転
写
」
と
い
う
九
谷

焼
の
技
法
を
応
用
し
た
が
、
通
常
は
、

同
じ
文
様
の
器
を
量
産
す
る
際
に
用

い
ら
れ
る
こ
の
技
術
。
着
目
し
た
理

由
を
丸
若
さ
ん
は
こ
う
話
す
。

伝
統
工
芸
品
を

新
し
い
方
法
で
楽
し
む
。

 

「
本
来
、
伝
統
的
な
九
谷
焼
の
絵
付

け
は
全
て
職
人
の
手
に
よ
っ
て
描
か

れ
ま
す
が
、
シ
ー
ル
を
使
え
ば
一
般

の
人
で
も
気
軽
に
九
谷
焼
の
絵
付
け

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
工

芸
品
を
次
の
世
代
へ
と
受
け
継
い
で

い
く
た
め
に
は
先
人
の
技
術
を
守
る

だ
け
で
は
な
く
今
の
時
代
に
あ
っ
た

新
し
い
試
み
も
必
要
で
す
。
Ｋ
Ｕ
Ｔ

Ａ
Ｎ
Ｉ 

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
は
、
そ
ん
な
コ
ン

セ
プ
ト
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
」

　

ま
ず
最
初
は
、
九
谷
焼
を
よ
く
知

ら
な
い
と
い
う
学
生
た
ち
に
、
こ
の

伝
統
文
化
の
歴
史
を
簡
単
に
説
明
。 

「
九
谷
焼
を
知
ら
な
く
て
も
平
気
で

す
。
誰
で
も
楽
し
め
る
の
が
、
Ｋ
Ｕ

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｉ 

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
を
使
っ
た
今
日

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
」

　

概
要
の
説
明
が
終
わ
っ
た
ら
、
早

速
作
業
に
と
り
か
か
る
。
ま
ず
は
自

分
が
使
う
器
と
シ
ー
ル
を
選
ぶ
。
机

に
並
べ
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
絵
柄
の

Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｉ 

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
を
見
る

と
、
古
め
か
し
い
絵
柄
を
想
像
し
て

い
た
学
生
た
ち
か
ら
は
、「
か
わ
い

い
」
と
次
々
と
声
が
あ
が
っ
た
。
30

種
類
ほ
ど
あ
る
絵
柄
は
す
べ
て
上
出

さ
ん
の
手
描
き
に
よ
る
も
の
。
九
谷

焼
ら
し
い
干
支
や
七
福
神
の
恵
比
須

様
な
ど
の
伝
統
的
な
柄
の
他
に
、
侍

が
ス
キ
ー
を
履
い
た
よ
う
な
コ
ミ
カ

ル
な
柄
も
あ
る
。
尻
尾
が
つ
い
た
亀

の
絵
柄
を
手
に
と
り
、「
こ
れ
っ
て
、

亀
な
ん
で
す
か
？
」
と
、
丸
若
さ
ん

に
質
問
す
る
細
谷
祥
行
さ
ん
。

 

「
鶴
は
千
年
、
亀
は
万
年
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
亀
は
長
寿
の
象
徴
。
こ
の

尻
尾
は
さ
ら
に
長
生
き
す
る
よ
う
に

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
と
に
か

く
九
谷
焼
で
は
昔
か
ら
お
め
で
た
い

柄
が
好
ま
れ
て
き
た
ん
で
す
」

　

古
く
か
ら
日
本
で
は
慣
習
と
し
て

親
し
ま
れ
て
き
た
祝
い
の
柄
も
学
生

の
目
に
は
新
鮮
に
映
る
よ
う
だ
。「
九

谷
焼
と
一
緒
に
日
本
ら
し
い
情
緒
溢

れ
る
奥
ゆ
か
し
い
文
化
も
次
世
代
に

伝
え
て
い
け
る
と
い
い
で
す
ね
」
と

丸
若
さ
ん
。

切って、貼って、オリジナルデザインの器。

右／お互い初対面だった人とも、作業を通して徐々に打ち解けていく学生たち。ワークショップ中、楽しそうな笑い声がたえない。  左／気に入った模様のシールを丁寧
に切り取っていく。「重ならないように貼るために、余白をキレイに切り取るのがポイントです」（丸若さん）。
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　アルファベットを一つひとつ丁寧に組み合わせて貼った鈴木綾香さんの作品。　ウサギや蝶などがデザイ
ンされた、古賀麻未さんのかわいらしい器。　中にもいろんな動物が貼られ、ごはんの時間が楽しくなりそ
うな篠澤琴美さんの器。　松竹梅など日本のおめでたい柄をふちにデザインした芹澤篤さんの角皿。　侍を
回転させるなど斬新なアイディアがたくさん詰まった宮下尚也さんの作品。　ペットだというウサギをモ
チーフにデザインされた、細谷祥行さんのマグカップ。

水につけたシールを、器の自分の貼りたい場所に持ってきて、絵の部分を手で押さ
えながら、ピンセットで下紙を外す。

下紙を外したら、スポンジで空気が入らないように、シールを器に馴染ませる。最
後に余分な水分をふきとる。

ご飯茶碗、酒器、長皿、マグカップから、好きな形の器を選ぶ。それに合わせ、どんな
デザインにするか考えながら、好みのシールを選んでいく。

下紙をはずすために、シールを30秒ほど水につける。つけすぎると扱いが難しくな
るので注意。

2

KUTANI SEALの使い方
水に浮かぶシールをすくいあげ、一つひとつ丁寧に貼っていく。
手順やコツをつかめば、誰でも楽しむことができる。
それが、 KUTANI SEALのよいところ。

器とシールを選ぶ

4

1
下紙を外す

3

シールを水につける空気を抜き、水分をふきとる

　

次
は
、
器
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
、

実
際
に
シ
ー
ル
を
切
り
貼
り
す
る
。

水
に
浸
し
た
シ
ー
ル
を
、
下
紙
を
は

が
し
な
が
ら
器
に
貼
る
の
は
、
一
見

簡
単
な
よ
う
で
意
外
と
難
し
い
。
丸

若
さ
ん
は
、
や
わ
ら
か
い
シ
ー
ル
の

扱
い
に
お
ぼ
つ
か
な
い
手
つ
き
の
学

生
た
ち
に
優
し
く
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

「
器
の
平
ら
な
部
分
か
ら
貼
っ
て
い

く
と
簡
単
で
す
。
ど
ん
な
と
き
に
こ

の
器
を
使
い
た
い
か
、
想
像
し
な
が

ら
絵
柄
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
ょ
う
」。

学
生
た
ち
は
使
う
シ
ー
ン
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
、
思
い
思
い
に
シ
ー
ル

を
貼
っ
て
い
く
。
い
つ
の
ま
に
か
会

話
は
な
く
な
り
、
全
員
が
夢
中
に

な
っ
て
作
業
に
集
中
し
て
い
た
。

　

試
行
錯
誤
の
末
に
完
成
し
た
器
は
、

ど
れ
も
個
性
溢
れ
る
も
の
ば
か
り
。

蝶
と
鳥
が
模
様
に
な
っ
た
茶
碗
や
恵

比
須
様
が
内
側
に
潜
む
マ
グ
カ
ッ
プ

な
ど
、
自
由
な
発
想
を
形
に
で
き
る

シ
ー
ル
の
特
徴
が
活
き
て
い
る
。

「
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
九
谷

焼
に
つ
い
て
も
っ
と
勉
強
し
た
い
」

と
笑
顔
で
話
す
篠
澤
琴
美
さ
ん
。

　

自
ら
体
験
し
て
み
て
初
め
て
理
解

で
き
た
九
谷
焼
の
美
し
さ
と
奥
深
さ
。

伝
統
文
化
と
は
こ
の
よ
う
に
柔
軟
な

ア
イ
デ
ィ
ア
を
体
現
で
き
る
若
い
開

拓
者
の
手
に
よ
っ
て
代
々
継
承
さ
れ

て
き
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
学
生

た
ち
は
日
本
の
伝
統
文
化
を
少
し
身

近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
だ
。

配
置
や
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

自
分
だ
け
の
デ
ザ
イ
ン
に
。

ついに完成!
どんなときにこの器を使おうか。あれこれ迷いながらも、
やっと、自分の納得したデザインができました。
それぞれの個性がつまった、渾身の九谷焼をご覧ください。

4.

伝統を意識せずに、私自身も心地よ
い達成感と楽しい時間を共有するこ
とができました。皆さんの性格がよ
くあらわれている、凄く素敵な作品
になったと思います。

丸若さん、いかがでしたか？

1979年東京都生まれ。よろずや集団
「丸若屋」の店主を務める。日本各地の
職人や企業と協働し、“今あるべき日本
のものづくり”をプロデュース。http://
www.maru-waka.com

丸若裕俊さん
Hirotoshi Maruwaka

Teacher

1 2 3

4

5

6

1.
3.

5.
6.

2.

ワークショップへの応募は、下の
QRコードから。空メール送信後、

（�airworkshop@�air-t.com宛）
応募フォームにて申込みができ
ます。応募者多数の場合は抽選
となりますのでご了承ください。

● 応募の仕方

国内外で活躍中のアーティスト
松岡 亮さんをワークショップの
講師に迎え、大きな白い壁（キャ
ンバス）に参加者全員で自由に
絵を描く、臨場感あふれるライ
ブペインティング。今まで体験
したことのない、楽しい美術の
時間の始まりです。

第6回開催予告
松岡 亮さんと
ライブペインティングを
しよう

Next Workshop

2010 12.18 (SAT)
● 開催日

描く事をシンプルに続けながら、
独りでは創り上げられない遊び
や創作との出会いを続けている。
描き続ける事が、生活や旅、人、
瞬間、場所との出会いに繋がり、
インスタレーション、壁画、刺繍
など国内外を問わず、作品を発
表している。

アーティスト

松岡 亮さん
Ryo Matsuoka

※ドメイン指定受信・拒否等
の設定を行っている場合は、
flairworkshop@flair-t.com か
らの電子メールを受信可能な状
態に設定してください。

フレアモバイルでは、毎回Flair
ワークショップの内容を紹介し
ています。誌面で触れられなかっ
た、今回参加した学生の率直な感
想やコメントが写真と一緒に掲
載。ほかにも、これ まで掲載し
たFlairワークショップの内容や、
今後のFlair ワークショップ開催
の応募も受け付けています。時間
があるときに、ぜひチェックして
みてください。

モバイルにも
みんなの感想を掲載！

今回参加した学生の
感想はこちら
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千葉大学卒業。マイアミ
大学バスコムパルマー眼
研究所から帰国後、千葉
大学大学院医学研究科博
士課程修了。同大学医学
部講師を経て、順天堂大
学浦安病院先任准教授。
2009 年 4 月より現職。

帝京大学医学部眼科学講座主任

溝田 淳教授  Atsushi Mizota

状
が
出
や
す
く
な
る
と
い
え
ま
す
。

Dr
：
角
膜
を
保
護
す
る
た
め
に
、
涙

液
に
代
わ
る
も
の
を
点
眼
す
る
の
が

一
般
的
で
す
。
そ
れ
で
効
果
が
不
充

分
な
場
合
、
外
科
手
術
を
行
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
涙
は
普
通
目
か
ら
鼻

に
流
れ
て
い
き
ま
す
か
ら
、
流
れ
出

る
と
こ
ろ
に
栓
を
し
て
少
な
い
涙
を

有
効
利
用
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
シ
リ
コ
ン
を
埋
め
込
ん

だ
り
、
時
間
が
経
つ
と
固
ま
る
物
質

を
入
れ
た
り
し
て
経
路
を
詰
め
ま
す
。

Dr
：
は
い
、
別
の
症
状
で
来
院
さ
れ

て
見
つ
か
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
中
に

は
「
よ
く
涙
が
出
る
」
と
言
い
な
が
ら
、

検
査
し
て
み
る
と
ド
ラ
イ
ア
イ
だ
っ

た
と
い
う
人
も
。
こ
れ
は
目
の
表
面
が

乾
い
て
保
護
層
が
な
く
な
る
こ
と
に

よ
り
細
か
い
傷
が
で
き
、
そ
れ
が
刺
激

に
な
っ
て
涙
が
出
る
と
い
う
反
応
性

の
分
泌
状
態
な
ん
で
す
。
疲
れ
目
な

ど
の
症
状
が
出
た
ら
、
一
度
検
査
し

て
み
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

Dr
：
人
間
は
上
を
見
る
と
き
に
上
瞼

が
上
が
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
目
が
大

き
く
開
い
て
乾
き
や
す
く
な
る
ん
で

す
。
下
を
見
る
と
き
は
上
瞼
が
下
が

る
だ
け
で
下
瞼
ま
で
は
下
が
り
ま
せ

ん
か
ら
、
眼
球
が
外
気
に
触
れ
る
面

積
が
少
な
い
。
だ
か
ら
テ
レ
ビ
や
パ

ソ
コ
ン
は
目
線
よ
り
も
低
い
と
こ
ろ

に
置
く
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

近
視
の
人
は
で
き
る
か
ぎ
り
メ
ガ
ネ

に
し
た
方
が
い
い
で
す
ね
。
そ
れ
も
、

直
接
眼
球
に
風
が
当
た
り
に
く
い
と

Dr
：
ま
ず
は
、
体
質
的
に
涙
の
少
な

い
人
。
そ
し
て
、
眼
球
の
乾
き
を
防

ぐ
た
め
に
表
面
を
覆
っ
て
い
る
「
油

層
」
の
働
き
が
弱
い
人
で
す
ね
。
そ

う
い
う
人
は
、
涙
や
油
層
の
分
泌
腺

が
何
ら
か
の
外
的
要
因
に
よ
っ
て
炎

症
を
起
こ
し
、
機
能
不
全
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
こ
の
よ
う
な
病
気
を
持
つ
人
よ
り
、

生
活
環
境
が
ド
ラ
イ
ア
イ
の
原
因
に

な
っ
て
い
る
人
の
方
が
多
い
で
す
。

例
え
ば
冷
暖
房
を
つ
け
て
い
る
と
、
部

屋
の
湿
度
が
下
が
る
た
め
に
目
の
乾

き
を
感
じ
や
す
く
な
り
ま
す
よ
ね
。

加
え
て
、
パ
ソ
コ
ン
に
集
中
し
て
い

る
時
は
瞬
き
の
数
が
減
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
瞬
き
は
目

の
表
面
を
潤
す
大
切
な
作
業
で
す
か

ら
、
そ
れ
が
少
な
く
な
る
こ
と
で
症

い
う
理
由
か
ら
レ
ン
ズ
は
大
き
い
方

が
い
い
よ
う
で
す
。
コ
ン
タ
ク
ト
レ

ン
ズ
の
場
合
は
、
特
に
ソ
フ
ト
は
そ

れ
自
体
が
水
分
を
吸
っ
て
し
ま
う
の

で
、
ド
ラ
イ
ア
イ

だ
と
取
ろ
う
と
し

て
も
取
れ
な
い
く

ら
い
目
に
貼
り
付
い
て
し
ま
う
こ

と
も
。
ど
う
し
て
も
必
要
な
場
合
は
、

保
水
力
の
高
い
タ
イ
プ
の
レ
ン
ズ
を

使
用
す
る
の
も
ひ
と
つ
の
手
で
す
。

Dr
：
休
日
は
学
会
な
ど

で
、
半
分
近
く
は
確

実
に
潰
れ
て
い
ま

す
ね
（
笑
）。
普
段
は

わ
り
と
遠
く
か
ら
通
っ
て
い
る
の
で
、

ま
っ
た
く
何
も
な
い
日
は
ゆ
っ
く
り

寝
て
休
息
に
当
て
る
こ
と
が
多
い
で

す
。

涙
や
油
層
の
分
泌
腺
に
炎
症
が
起
こ
り
ド
ラ
イ
ア
イ
に
な
る
人
も
い
ま
す
が
、

一
番
の
原
因
は
生
活
習
慣
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
ア
イ
の
原
因
で
、一
番
多
い
の
は
何
で
す
か
？

目
の
乾
き
か
ら
不
快
感
を
覚
え
る﹃
ド
ラ
イ
ア
イ
﹄は
、私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
病
気
。

環
境
を
変
え
る
こ
と
で
症
状
は
良
く
な
り
ま
す
が
、病
院
で
然
る
べ
き
処
置
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で

快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。症
状
が
ひ
ど
い
人
は
、ま
ず
検
査
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

自
覚
症
状
が
な
く
て
も

ド
ラ
イ
ア
イ
か
も
し
れ
な
い
？

簡
単
に
で
き
る
予
防
法
は

あ
り
ま
す
か
？　

ど
ん
な
人
が
ド
ラ
イ
ア
イ
に

な
り
や
す
い
ん
で
す
か
？

と
こ
ろ
で
先
生
の

休
日
の
過
ご
し
方
は
？

ド
ラ
イ
ア
イ
の
具
体
的
な

治
療
方
法
は
？

11年3月10日Vol.81 配布予定

去る10月11日（祝）、日本武道館にて第

53 回関東大学空手道選手権大会が開催さ

れ、男子団体組手、女子団体組手、男子

団体形、女子団体形、の 4 種目で本学空

手道部が男女そろっての団体優勝をおさ

めた。全日本大学選手権での活躍も大い

に期待したい。

空手道部  第53回関東大学
空手道選手権大会にて四冠達成

Award

去る10月28日（木）～ 31日（日）、ベオグ

ラードにて第 20回世界空手道選手権が

開催され、本学空手道部の小林実希が見

事優勝をおさめた。決勝戦は今年のヨー

ロッパチャンピオンと延長戦の末の勝利。

2年後の世界大会も勝ちたいとさっそく

次なる意欲を見せている。

空手道部  第20回世界空手道
選手権にて小林実希が優勝

Championship

2年前に「観光庁」が発足したのを知って

いますか？ 観光立国ニッポンに向けて、

訪日外国人を将来的には年間3000万人に

まで増やそうという取組みが、今なされて

います。日本には四季折々の自然や風土、

美しい景観のほか、最近注目を浴びている

食文化やファッションなど、世界に誇れる

たくさんの宝物がありますよね。これらを

良い形で活かしていかなければ、たしかに

もったいない。日本を観光立国として打ち

出していくにあたって、我々日本人が持つ

繊細な感覚を大切にしつつ、そしてなによ

り良い形で観光資源を利用していくことの

大切さを、今号で取材したニセコの方々か

ら教わったような気がします。素敵な街づ

くり、国づくりが、観光立国ニッポンにつ

ながっていくといいですね。
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2011年3月1日（火）～ 8日（火）の日程で、

NASAジョンソンスペースセンター、ケ

ネディスペースセンター、テキサス航空

博物館、ヒューストン大学を訪れる本学

主催の体験プログラムの参加者を募集中。

詳しくは宇都宮キャンパス学生サポート

チーム 028-627-7123 まで。

NASA 体験ツアー募集中！
理工学部以外の学生でも参加OK

Wanted

去る11月7日（日）、愛知県熱田神宮～三

重県伊勢神宮（8区間、106.8km）で行われ 

た第42回全日本大学駅伝大会において、

本学駅伝競走部が第10位と健闘。次なる

ターゲットである第87回箱根駅伝へむけ

て、選手のさらなる活躍に期待したい。

駅伝競走部  第42回全日本大学
駅伝大会にて第10位

Award

去る10月31日（日）、埼玉県立武道館にて

第21回関東学生空手道体重別選手権大会

（組手のみ）が開催され、本学空手道部が

優勝者 2 名を含む好成績をおさめた。主

な成績は以下のとおり。

【優勝】

渡邊大輔（3年・男子 84kg級）

岡本奈菜（2年・女子68kg級）

【準優勝】

遠山将平（1年・男子68kg級）

染谷香予（1年・女子68kg級）

【第 3 位】

大石拓哉（3年・男子75kg級）

高橋謙太（3年・男子 84kg級）

五明真実子（1年・女子61kg級）

空手道部  第21回関東学生空手道
体重別選手権大会で２名優勝

Award

去る10月30日（土）、31日（日）、尼崎市

記念公園総合体育館にて第 2 回全日本学

生柔道体重別団体選手権が開催され、本

学女子柔道部が準優勝をおさめた。惜し

くも決勝で環太平洋大に敗れたものの、

全国 2 位という偉業を成し遂げ、今後の

活躍にも期待が高まる。

女子柔道部  第2回全日本学生柔道
体重別団体選手権にて準優勝

Award
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